
随　意　契　約　詳　細　情　報

名　　称

所在地

名    称

所在地

随意契約によることとした理由

今年度実施する反復投与試験は早急な開始を予定している
ため、早急に業務を開始できる人材を確保している必要が
ある。契約相手方は、前年度実施した単回投与試験を受託
し良好な実績を残しており、反復投与試験のデザインは単
回投与試験と類似したものであることから、引き続き業務を
委託することでスムーズな試験実施が可能である。早急に
業務に着手できる人材を確保している業者が他に見当たら
ないため、限られた研究期間の中で効率的に試験を行うに
は、契約相手方に引き続きCRO業務を委託する必要があ
る。

そ　の　他　必　要　事　項

契　　　約　　　日 平成28年3月30日

契約の相手方

株式会社マイクロン

東京都千代田区丸の内三丁目８番１号

契　　約　　金　　額 21,364,560 円

物品又は役務等の名称
「難治性炎症性腸疾患を対象としたアドレノメデュリン製剤に
よる医師主導治験の実施」におけるPhaseⅠ試験（反復投与
試験）のCRO業務

数　　　　　　　　　量 一　式

該当部局

宮崎大学医学部

宮崎市清武町木原５２００番地


